
脳研究における基盤技術から、脳機能ダイナミクス、

脳のデジタル化、研究倫理まで、最新の脳科学研究を網羅＆

体系的に解説！専門家のみならず初学者も必読！

脳科学・脳医学の関係者必携の1冊!!
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高次脳機能研究最前線
—基盤技術から脳のデジタル化まで—
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AI技術の高度化に不可欠なニューロチップの基礎となる脳型コンピューティングを詳説！
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◆ハードウェアニューラルネットワークの構築に必要なアルゴリズムとハードウェアの協調設計、協調最適化の

方法論をまとめた、類を見ない1冊！AI技術の最新動向、ハードウェア実装に関心のある方などに。

高次脳機能研究最前線 —基盤技術から脳のデジタル化まで

“幸齢社会”実現に向けて！認証予防とケアの新たな形、医療・介護DXの最前線！
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◆どんな人でも明るく希望の持てる社会へ！ 「超高齢化社会」の課題解決に向け、デジタル技術を活用した

認知症予防・診断・介護の最新研究から開発事例、社会実証の現状まで体系的に詳解した技術参考書！
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